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   Histological studies on the appearance of lymphaticfollicle into the interstice have 
been carried out on 481 cases with urogenital tumor, inflammation, or others, among of 
which tumor cases were 322 and inflammation and others were 159. The former consist-
ed of 63 cases with renal tumor (29 cases of Grawitz tumor, 12 cases of pyelopapilloma, 
7 cases with 5 cases of renal sarcoma), 86 cases with vesical tumor (the majority of them 
were cancer in nature), 118 cases with prostatic tumor (85 cases of prostatic hypertro-
phy, 32 cases of prostatic cancer), 31 cases with urethral cancer, and 24 cases with 
testicular tumor. The latter consisted of 73 cases with renal calculi, 5 cases with renal 
hemorrhage, 3 cases with hydronephrosis, 6 cases with pyonephrosis, 6 cases with sclero-
tic neck of the bladder, 37 cases with leucoplaxia (4 cases of pyeloleucoplaxia, 26  cr.ses 
of vesical leucoplaxia, 7 cases of urethral leucoplaxia), and 29 cases with female urethral 
caruncle. 
   The marked increase in the appearance of lymphatic follicle has been observed in the 
above series comparing with the normal healthy subiects. In the former group, the most 
significant increase in the appearance of lymphatic follicle was found in the patients with 
urethral tumor followed by the order of prostate, testicle, kidney, and bladder. In the 
latter group, the significant increase in the appearance of lymphatic follicle was found in 
the cases of hydronephrosis, caruncle, and renal calculi and it was less significant in the 







症,結石,機能障碍,白 斑等を検索 して リンパ
ロ胞 出現 のあ り方 を究 明せん と した.












乳頭腫,腎 孟乳頭癌,グ ラウイッツ腫瘍,ウ イルムス
腫瘍,肉 腫に分け,膀胱は主 として癌,尿 道及び睾丸
は総て癌,前 立腺は癌 と肥大症とに分けた.炎 症症例




検索方法は これ等標本を1枚 毎に詳細に 検鏡観察


















例,腎 肉腫2例 であつた.次 に各症例について主とし
て リンパ構造の出現したものを記載する,
腎孟乳頭腫(乳 頭癌第1度 とみ られるもの)
第1例:腫 瘍細胞巣周の所々に4個 のリンパ小節の










170μ,170μ×245μ,80μ×80μ 明 中 心 を有 す る リンパ
小節 あ り,細 胞 密,境 界 明 確 ・ 又 これ と別 に大 きさ
195μ×245μ,190μ×230μ,80μ×115μ明 中心 を 欠 く
リンパ ロ胞 様 浸潤 あ り,細 胞 稽 々疎,周 辺 との境 界稽
々不 鮮 明 な る も リン パ 球 浸潤 は全 般 的 に殆 ん ど認め ら
れ ず.
グ ラ ウイ ッ ツ腫 瘍
第4例=腎 実 質 に於 け る腫 瘍 細 胞 巣 の外 側 周辺 に所
々石 灰 化 を 示 し,そ れ に 接 して230μ×250μ,の明中
心 を 有 す る リンパ 小節 あ り,境 界 明 確,又 別 に大 き
さ250μ×270μ,240μ×250μの リンパ ロ胞様 浸潤 あ
り,そ れ 等 の周 辺 に は 軽 度 の リンパ 球 浸潤 あ り.
第5例:腎 実 質 に 於 い て 腫 瘍 組 織 よ り遠 隔 の部位に
定 型 的 リンパ 小 節6個 点 在 す.即 ち 大 きさ130μx
170μ,195μ×260pt,80μ×230μ,330μ×350μ,145μ×
245μ,130μ×215μ明中 心 あ り,境 界 明確.
第6例:腫 瘍 組 織 の 周辺 に 点 々 と して 明中心 のあ
る リンパ 小節 あ り,即 ち170μ×200μ,250μ×330μ,
250μ×330μ,250μ×300μ,細胞 密 境 界 稽 々不 明確.
第7例:血 管 の 周辺 に190μ×130μ,のリンパロ胞
様 浸 潤 あ り,明 中 心 な く細胞 密,境 界 明 確.
第8例:腫 瘍 細 胞 巣 の周 辺 に170μ×330μの リンパ
ロ胞 様 浸潤 あ り,境 界稽 々不 鮮 明,細 胞 疎.
第9例:腫 瘍 細 胞 巣 中 に170μ×170μ,110μ×170μ,
150μ×150μ,170μ×170μ,180μ×190μの 明中心 を有
す る リン ノ{小節 点 在 し,境 界 明 確,細 胞 密,そ の周辺
に は 軽度 の リン パ球 浸 潤 を 認 む.
第10例:腫 瘍 組 織 に 接 して 大 きさ115μ×150μ,
250μx280μ明 中 心 を 有 す る リンパ 小節 あ り,細 胞
密,境 界 稻 々鮮 明,周 辺 に僅 か に リンパ球 浸潤 を認め
られ る.
第11例=腫 瘍 の周 辺 に2個 の 不 定形 リンパ ロ胞 様浸
潤 あ り,明 中心 を 欠 き細 胞 稽 々疎,境 界稽 々鮮 明,そ
の部 位 よ り遠 隔 の部 位 に 著 明 な る リンパ球 浸潤 あ り.
第12例=腫 瘍 の周 辺 腎 実 質 中 に 定型 的 リンパ小節 あ
り,即 ち 大 き さ200μ×330μ,170μ×410μ,280μ×
290μ,170pt×280pt,110μ×280μ,170μ×110μ,130μ×
170μに し て,所 々稽 々認 む ぺ き リンパ球 浸潤 あ るも
著 明 な らず,何 れ も明 中 心 あ り,細 胞 密,境 界 極めて
鮮 明.
ウイ ル ム ス腫 瘍
第13例:子 供 の 腎 に し て実 質 の所 々に リンパ球 の集
積 らし き も のが 認 め られ,リ ンパ ロ胞 様 浸潤 の型 を呈
し て お り,境 界 鮮 明 に し て,細 胞 密,大 きさは直径
170μ×200μ,或は500μ×700μの もの あ り,而 して













































































































第7例:尿 道白斑癌にして癌組織 より遠隔の 粘膜
下固有層に350μ×600μ,400μ×400g,170μ×250μ,
360μ×500μの明中心を有す るリンパ小節あり,細 胞






















240μの楕円形の リンパ ロ胞様 浸潤 あ り,明 中心な
く,境界比較的明瞭.
第2例:爽 膜 は極度に肥厚し,爽 膜中に170μ×
150μの リンパロ胞様浸潤あ り,明 中心なく,細 胞
疎,境 界梢々明瞭.
第3例:棊 膜の肥厚せる中に180μ×350,の紡錘形



























第4例:癌 組織をとり囲んで い る結締織様間質に
































疎,境 界明瞭,更 に又間質に明中心を有し,大 きさ













のリンパ小節あ り,明中心あ り,細胞密,境 界鮮明.
第8例:排泄管に接し紡錘形の大きさ120μ×500μ















するリンパ 小節 あ り,そ の周辺には リンパ球浸潤な
く・箋界明瞭,細胞稽々密,明 中心あ り.
第14例=比較的大なる排泄管の周辺に接し,大 きさ
500μ×170μの リンパ 小節あ り,明 中心あり,細 胞
779
密,境 界 明確.
第15例:大 な る排 泄 管 に 接 し200μ×200μ,140μ×
140μの 大 きさ の リン パ小 節2コ の 出現 あ り,そ の細
胞 密,塊 界 は 明確,リ ンパ 球 浸潤 軽 度.
第16例;間 質 中 に 大 き さ170μ×500μの楕 円形 を 呈
す る リン パ小 節 あ り,明 中心 あ り,細 胞密.
第17例;間 質 中に 大 きさ ユ80μ×360μ,170μX240μ,
145μX360μの リンパ ロ胞 様 浸 潤 あ り,明 中心 を欠 き
細 胞 稻 々疎,境 界 比 較 的 明瞭.
第18例;大 き な排 泄 管 に接 し,大 き さ115μ×330μ,
415μ×800μ,更に 間 質 中 に245μX260μ,330μ×410μ
の 大 きさ を有 す る リンパ 小節 あ り,何 れ も紡 錘形 を 呈
し,明 中心 あ り,境 界 鮮 明,細 胞 密,そ の 周辺 には リ
ンパ 球 浸 潤 の 出現 な し.
第19例=腺 排 泄 管 に接 し,大 き さ95μ×330μ,115μ
×410μの リンパ 小 節 あ り,明 中 心 を 有 し境 界極 め て
鮮 明,そ の周 囲 に リンパ 球 浸 潤軽 度.
第20例:腺 と腺 と の間 質 に 狭 ま れ る 様 に 大 き さ
330μ×370μ,400μ×600μの リン パ小 節 あ り,何 れ も
明 中心 を有 し,境 界 明 確,細 胞密,軽 度 の リンパ球 浸
潤 あ り.
小 括













グ ラ ウイ ッ ツ 腫 瘍
ウ イ ル ム ス腫 瘍
繊 維 肉 腫
計













































るものはS劔 であ う,腫蕩総麹の 揖騰内侵入像カミみら





















膀 胱 腫 瘍
症例数
尿 道 腫 瘍




























































































































































































































































































































































つた.リ ンパ球浸潤の 状態は あま り顕著では なかつ
た,















































































広 く腫瘍 に於け る間質反応Stromareak-
tionの問題 は近時注 目され る処 で あるが,こ
の内細 胞反 応に限局 して回顧 してみると,先 ず
Willisは癌 の進行縁 で リンパ球 の 多 いものは
進行が遅 く,成長 の速 い ものに は少な く,この浸
潤 は共存す る炎 症 によるものでな く,腫 瘍の存
在 の結果 である と述 べてい る,Ewing,McC一
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arty,Bohmigも同様 に リソバ浸潤 は生 体防
禦反応の表現 と解 してお り,Murphyも 腫 瘍
に対する特異の反応 とみなしてい る.本 邦 で も
今井は腫瘍発育先端に炎 症浸潤 があれば手術後
の予後が よい とし,そ の門下 もまた細胞浸潤 を





胞毒にょる二次反応 とみな し,本 邦で も太 田は
非特異性を唱えている,事 実 この間質反応 は癌
細胞の壊死,退 行,崩 壊,二 次感染を含 めた二
次性出現 とみる人 も少な くない.
腫瘍周辺に出現す る細胞 として リソパ球 は組
織球,好 中球,プ ラスマ細胞等 と共 に最 もあ り
ふれた細胞でその頻度 も多 い 従 つて リンパ球
もまた反応細胞 として重要で ある.然 し リンパ
ロ胞を主題 として検索 した研究 は今 まで殆 ん ど
ない.リ ンパ ロ胞は一般 リンパ球浸潤 と平行 し
て出現す ることが多 いが,又 これ に従 わず単独
でも出現する事は文献並 びに著者 の経 験に よる
も少な くない.本 邦 で最近水 島は諸種癌 に出現
するロ胞の頻度を調査 したが,こ れに よると胃
癌74例中54例に出現 し,硬 化型 に多 く,腸 癌15
例中5例,子 宮癌30例中2例,乳 癌39例中7例
に出現す るが,何 れ も一般浸潤細胞 と平行 しな
いとい う.
著者の成績を通覧 す ると,腎 ではグ ラウイッ
ツ腫瘍39例中9例,乳 頭状癌7例 中1例,乳 頭
腫12例中2例 であつた.ウ イル ムス腫 に 出現す
るロ胞出現 は実は腫 瘍細胞 その ものの集団で,
中心にしばしば腺様 構造 を含有 す る点注意 を要










あ るいは剖 検で しば しば認 めているが,こ の際
浸潤 部に リンパ ロ胞 の出現 が反つ て乏 しい こ と
を知つ た.
尿道癌(主 に陰茎 癌 の二次侵襲)31例中10例
に ロ胞を認 めた.皮 膚癌 では ロ胞 出現 は稀 れな
る も棘 細胞癌で は多 い とい う人 も ある.(Wi-
11is).尿道 では正常 人で も出現 し易いが,癌 型
が主 に棘細胞癌 なる為 か頻度 が高 い.
睾丸腫瘍 は24例中5例 に出現 した.精 上皮腫
には古来 より病理学的 に ロ胞 出現が特異 である
とされ ているが,そ の本態 に関 して最近酒徳は
ロ胞 自体 は本態的 に精上皮 にみる細胞 と同格に
み ている.著 者 の5例 は全部 そ うであるか疑問
であるが,少 な くもB6hmigの 周囲間質 に現
われ る ロ胞 は腫瘍細 胞その ものであるか も知れ
ない
前立腺癌33例中8例,肥 大症85例中20例に出
現 した.特 に後者 では排 泄管 周辺に多 い これ
を正 常人間の前 立腺に比 する と8例 中何れ も出
現 してい る(第1篇 参照)
腫瘍 全般に っ いて みる と,ロ 胞 の 出 現 は
B6hmigのい う周囲間質,固 有間質,臓 器間
質何 れにで も出現 して,尿 道以外には特にその
間の著 る しい差異 はな い.
炎 症に於い ては如何.Rokitansky以来,尿
路にPayerplatte類似 の 出現 あるこ とが述
べ られ,然 もこれ は生理的 の出現か否か は説が
多 いが,慢 性 炎症 との間に濃厚な関連 のあるこ
とは 事 実 で ある(第1篇 参照)実 験的には
腎孟内に異物が挿入 され て も 出 現 す る とい う
(Christeller,Jacoby).巾は55例の剖 検腎杯
で22例に これを認 めた.そ の成因 として炎症変
化 に伴 い,リ ンパ球浸潤 よ り限局性集籏,つ い
で生育 して ロ胞 の変化 を示す とい う.
著 者の検索 では最 も多い のが結石腎73例中35
例に 出現 してお り,腎 孟粘 膜固 有層 のみな ら
ず,実 質中に も出現 し軽度 の リンパ球浸潤 を伴
うこ とが多い.腎 出血 では少ないが水腎 では出
現 が多い.
膀胱 で は古来 よりロ胞 の出現 につ いての論義
が多 い これ を正常 の構成組織 とみる人(St6-
hr,Bohmu.Davidoff,Baileyetc),正常
784 青木一尿路における リンパ装置の研究(皿)
のもので ない と い う 人(Pierso1,Stoerck,
etc),慢性炎症 とみ る人(Chiari,Przewoski,
Hinmanetc),等が あ る.所 謂 ロ胞性膀胱炎
とは偶 然膀胱鏡 検索 で発見 され る ことが多 く,
臨床上は無症状 のことが少な くない.上 部尿 路
の慢性炎症 例えば結 石,そ の他下垂,尿 停留 の
ある時にみ られ易い.膀 胱炎 の場合,あ る人
には発赤を以つて 反応 し,あ る人には ロ胞 と
して現 われ るが,こ れは人に よつ て 相違 する
(Hinman).
著老 の場合 は膀胱 炎にふれてい ないが,膀 胱
白斑26例中4例 に,i頸部硬化症6例 中3例 に こ
れを認めている.
女 子外尿道 カルンケルは炎 症性 肉芽腫 である
が,29例中16例に出現 し,そ の率 は55%の高率
である.
以上 の他 尿路結核が 問題 と なる.一 般に呼
吸,消 化管においては リンパ ロ胞 の多 い所 が結
核 の好発部 とな り,即 ち結核 は ロ胞 より初発 し
易い といわれ るが,尿 路 においてはかかる研究
は皆無である.尿 路結核 の罹患性 と リンパ ロ胞
の関連 は重要 であるが,こ れ に関 しては別 項に
譲 りたい.
さて この様 な リンパ ロ胞 出現 の 意義 である
が,腫 瘍 の場合 では さきに述べ た如 く,腫 瘍免
疫 と関連 した防衛的反応又は これ に反対す る意
見が みられ,そ の出現 は癌 細胞が決定す る もの
でな く,個 体側 の反応(吉 田)あ るいは生体側
の抵抗 の一つ としての リンパ反応(Black)と
み る人 もあ り,又 防衛 は無理 で,せ いぜ い慢性
刺戟に対応 した反応 とい う人 もあ る(小 島)
炎症 の場合 は如何 とい うに先 きにも述べ た如
く,例 えぱ結核症 においては寧ろ これが弱 点 と
な り,結 核 発症 の拠 点 とな る矛盾 もあ り,生 体
防衛 とのみみなすの も如 何 と思われ るが,兎 も
角 慢性刺戟 と関連 して現わ れ ることは事実 であ
る.
以上 を総括 するに既 に前篇 で も述べた如 く リ
ンパ ロ胞は先天性 に備 つた装置 とみ る考 え(木
原)さ え もあ り,炎 症 の場合 で も広い意味 で生
体 防衛 の一環 と して尿路粘膜 あ るいは組織 に現
われる細網系 の リンパ反 応 とみるのが尤当 であ
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腫瘍周辺腎実質中の2個の楕円形 リンパ小節 癌浸潤と接 して明中心を有するリンパ小節
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結合組織中に出現 した明中心のある リソバ小
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第13図腎 結 石 第16図 膀 胱 白 斑
欝灘擁1
腎実質中に2個のリンパ小節,明 中心を有す 結合組織中に定型的 リソバ小節2個 出現
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固有層に出現せるリンパ小節 女子尿道結合組織に認められた リンパ小節
第15図 腎 孟 白 斑 第18図 女子外尿道カルンケル
義齢 鋤1
固有層下に出現せ。,.パ嚇 浸潤 女字尿道柵 に認め、れた,.・櫛 ・
中心を有す
